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『
天
狗
の
内
裏
』
版
本
改
作
本
に
つ
い
て

―
―
付

実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
本
翻
刻
―
―

室
町
物
語

『
天
狗
の
内
裏
』
は
、
源
義
経
の
未
来
が
、
死
後
に
大
日
如
来

と
な

っ
た
父
義
朝
に
よ

っ
て
語
ら
れ
る
場
面
を
含
む
た
め
、
他
の
判
官
物
と

の
関
係
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
作
品
で
あ
る
。
伝
本
間
の
関
係
は
複
雑
で

あ
る
が
、
古
写
本
、
刊
本
、
十

一
段
本

（
い
ず
れ
も

『室
町
時
代
物
語
大

成
』
九
所
収
）
に
大
別
さ
れ
る
。
島
津
久
基
氏
が

『
近
古
小
説
新
纂
』
２

九
二
八
年
、
中
興
館
）
の
解
題
で
、
「九
品
浄
土
の
大
日
如
来
が
修
羅
の
苦

を
脱
れ
ん
為
に
、
平
家
討
滅
を
懇
嘱
し
て
、
復
讐
道
徳
に
凱
歌
を
奏
せ
じ
め

た
の
は
皮
肉
の
極
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

本
物
語
は
、
地
獄
巡
り
、
仏
教
問
答
、
因
縁
調
な
ど
を
含
む
宗
教
法
談
物
と

し
て
分
類
で
き
る
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
大
日
如
来
が
平
家
討
伐
を
命
ず
る

と
い
う
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
矛
盾
に
対
す
る
意
識
は
特
に
刊
本
に
お

い
て
目
立

っ
て
い
る
が
、
本
物
語
に
何
種
も
の
異
本
を
生
じ
さ
せ
た
理
由
の

一
つ
に
、
こ
の
矛
盾
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伝
本
間
の
異
同
は
、
義
経
伝

説
の
異
同
だ
け
が
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
版
本
以
降
に
改
作
さ
れ
た
二
種
の
伝
本
を
考
察
す
る
。
そ
の

箕

浦

尚

美

二
種
と
は
、
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
江
戸
後
期
写
本

（山
岸
本
）
と
信

多
純

一
氏
蔵
文
政
五
年

（
一
八
三
二
）
六
段
写
本

（信
多
本
）
で
あ
る
。
前

者
の
翻
刻
本
文
は
本
稿
末
に
掲
載
す
る
。
後
者
は
、
『
詞
林
』
四
十
号

（
二

〇
〇
六
年
十
月
）
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、
古
写
本

・
刊
本

・
十

一
段
本
の
系

統
間
の
問
題
は
、
別
に
論
じ
る
予
定

（
二
〇
〇
六
年
十
月
中
世
文
学
会
口
頭

発
表
）
で
あ
る
。

『
天
狗
の
内
裏
』
の
版
本
に
は
、
以
下
の
三
種
が
あ
る
。
伝
本
の
整
理
を

兼
ね
、
各
版
本
と
同
系
統
の
写
本

・
版
本
も
記
す
。

①
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
寛
永
正
保

（
一
六
二
四
―
四
八
年
）
頃
丹
緑
本
二
冊
。

『室
町
時
代
物
語
大
成
』
九
所
収
。

。
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
丹
緑
本
二
冊
。
渋
江
抽
斎
旧
蔵
。

・
天
理
図
書
館
蔵
写
本

一
冊
。
①
と
同
系
の
本
文
。
天
保
六
年
に
③
万
治

二
年
刊
本
で
校
訂
さ
れ
て
い
る
。
『室
町
時
代
物
語
集
』
二
の
解
題
に

記
さ
れ
る

「藤
井
乙
男
博
士
蔵
本
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。



。
大
英
図
書
館
蔵
桃
山
時
代
絵
巻
二
巻
。
本
文
は
①
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る

が
、
脱
文
の
状
況
か
ら
、
①
よ
り
先
行
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
絵

は
①
に
な
い
場
面
も
あ
り
、
①
よ
り
も
細
か
く
描
き
込
ん
で
あ
る
。
辻

英
子

『
在
外
日
本
絵
巻
の
研
究
と
資
料
』
（笠
間
書
院
、　
一
九
九
九
年
）

第
二
章
Ⅱ

「
大
英
図
書
館
蔵

『
天
狗
の
内
裏
Ｌ

参
照
。
絵
は
、
平
山

郁
夫

・
小
林
忠

『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
』
四

（講
談
社
）
所
収
。

②
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
蔵
明
暦
四
年

（
一
六
五
八
）
丹
緑
本
二
冊
。
『室

町
時
代
物
語
集
』
二
所
収
。

。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
無
刊
記
丹
緑
本

一
冊
。

・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
三
冊
。

③
国
会
図
書
館
蔵
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
刊
本
。
『
近
古
小
説
新
纂
』
所

収
。

刊
本
三
種
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
助
詞
な
ど
の
細
か
な
語
句
に
異
同
が

あ
る
ほ
か
、
以
下
に
示
す
本
文
の
異
同
に
よ

っ
て
明
確
に
区
別
で
き
る
。
則

ち
、
②
明
暦
四
年
本
は
、
①
寛
永
正
保
頃
丹
緑
本
の
第
七
丁
全
て
を
欠
落
さ

せ
て
復
刻
し
た
本
で
あ
り
、
③
万
治
二
年
本
は
、
文
意
が
通
じ
な
く
な

っ
た

そ
の
箇
所
に
、
「
い
か
に
も
御
ち
そ
う
申
せ
と
て
、
た
ヽ
み
に
は
」
と
い
う

文
を
補

っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る

（『
室
町
時
代
物
語
集
』
二
に
指
摘
あ

り
。
）
。
こ
の
違
い
に
着
目
し
て
、
山
岸
本
の
本
文
を
確
認
す
る
と
、
同
書
も
、

①
の
第
七
丁
に
当
た
る
部
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
箇
所
を
、
③
と
ほ
ぼ

同
じ

「
い
か
に
も
馳
走
申
せ
と
て
畳
に
は

（
６
オ
こ

と
い
う
語
句
で
繋
い

で
い
る
。
又
、
そ
の
他
の
異
同
に
拠

っ
て
も
、
①
②
で
は
な
く
③
の
系
統
と

言
え
る
。
又
、
①
②
③
の
伝
本
は
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
刊
本
と
は
大
き
く
異
な
る
山
岸
本
を
も
と
に
刊
本
③
が
作
ら
れ
た
と
い

う
よ
う
な
考
え
方
は
成
り
立
た
な
い
た
め
、
山
岸
本
は
③
万
治
二
年
刊
本
の

改
作
で
あ
る
と
言
え
る
。
同
様
の
本
文
比
較
に
よ
り
、
信
多
本
は
、
①
寛
永

正
保
頃
刊
本
の
改
作
と
言
え
る
。

ま
ず
、
山
岸
本
を
検
討
す
る
。
先
行
研
究
で
は
、
独
自
文
の
う
ち
、
義
経

が
梶
原
景
時
に
譲
言
さ
れ
る
因
縁
が
、
前
世
の
、
頼
朝
坊

・
時
政
坊

。
景
時

坊
の
二
人
の
順
縁
聖
と
義
経
坊
を
は
じ
め
と
す
る
十
二
人
の
逆
縁
聖
の
評
い

に
よ
る
も
の
だ
と
描
く
部
分
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
部
分
が
宝
永
五
年

（
一
七

〇
八
）
刊

『
日
本
回
国
六
十
六
部
縁
起
』
（大
谷
大
学
蔵
）
に
含
ま
れ
る
因

縁
諄
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
、
小
嶋
博
巳
氏

「
六
十
六
部
縁
起
と
頼
朝

坊
廻
国
伝
説
―
六
十
六
部
研
究
ノ
ー
ト

ｏ
そ
の
二
」
「
生
活
文
化
研
究
所
年

報
』
二
、　
一
九
八
八
年
十

一
月
）
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
嶋
氏
に

拠
れ
ば
、
『六
十
六
部
縁
起
』
に
は
、
室
町
中
期
頃
写
本
や
、
鎌
倉
時
代
断

簡
も
存
す
る
が
、
十
二
人
の
逆
縁
聖
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
の
は
、
宝
永
五

年
刊
本
や
文
政
五
年

（
一
八
三
二
）
『
日
本
回
国
六
十
六
部
縁
起
』
（元
禄
三

年

（
一
六
九
〇
年
）
を
初
版
と
す
る
が
伝
存
し
な
い
）
以
降
で
あ
る
。
山
岸

本
の
本
文
と
こ
れ
ら
版
本
は
、
語
句
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

ず
れ
か
の
版
本
か
ら
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

本
稿
で
山
岸
本
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
物
語
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
も
目

を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
六
十
六
部
関
連
以
外
の
改
作
点

と
し
て
は
、
牛
若
の
地
獄
巡
り
に
餓
鬼
道
地
獄
や
血
の
池
地
獄
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
、
大
日
に
面
会
す
る
前
の
仏
教
問
答
が
全
く
描
か
れ
な
い

こ
と
な
ど
が
大
き
な
違
い
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
、
仏
教
的
で
冗
長



と
判
断
さ
れ
た
部
分
の
省
略
か
と
も
見
え
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
六

十
六
部
因
縁
諄
を
増
補
す
る
よ
う
な
作
者
が
こ
れ
ら
を
削

っ
た
の
に
は
別
の

理
由
が
あ
る
。
牛
若
が
父
義
朝
で
あ
る
大
日
如
来
に
対
面
す
る
場
面
に
お
け

る
大
日
如
来
の
発
言
を
見
て
み
よ
う
。

汝
が
眼
に
ハ
佛
と
見

へ
候
や
、
今
か
り
に
佛
た
い
に
身
を

へ
ん
ぜ
し
は

其
方
を

一
度
子
に
持
し
因
縁
に
よ
り
、
且
は
や
ん
こ
と
な
き
御
身
の
前

生
其
利
益
に
て
か
く
ま
で
か
り
の
す
が
た
は
う
け
た
れ
共
、
実
に
は
汝

が
二
才
の
時
悪
徒
の
為

二
此
身
を
ほ
ろ
ぼ
し
其
時
の
残
念
の
思
ひ
に
て

身
は
修
羅
道
に
し

つ
み

つ
ゝ
、
平
家
の
も
の
共
み
や
こ
に
出
て
悪
行
な

せ
し
を
折
々
に
見
る
た
び
毎
に
し
ゆ
ら
の
苦
げ
ん
い
よ
ま
し
て
、
此
身

の
く
る
し
み
の
か
れ
が
た
し
。
千
部
万
部
の
経
よ
り
も
我
く
げ
ん
を
す

く
わ
ん
と
思
ふ
な
ら
、
お
く

へ
下
り
て
、
秀
ひ
ら
佐
藤
を
う

つ
手
に
頼

み

（
１９
オ
）

義
朝
が
大
日
に
な
れ
た
の
は
、
牛
若
を
子
に
持

っ
た
因
縁
で
あ
り
、
「
か

り
の
す
が
た
」
で
あ
る
大
日
は
、
修
羅
道
で
苦
し
ん
で
い
る
と
言
う
。
従

っ

て
、
本
来
の
物
語
に
あ

っ
た
問
答
が
存
在
し
な
い
の
は
、
単
純
な
省
略
で
は

な
く
、
修
羅
で
苦
し
む
義
朝
に
は
仏
道
修
行
を
積
ん
で
い
る
牛
若
に
対
し
て

間
答
を
仕
掛
け
る
資
格
が
な
い
た
め
な
の
で
あ
る
。
万
治
二
年
刊
本
に
は
、

仮
の
姿
だ
と
い
う
記
述
は
な
く
、

べ
ち
に
く
る
し
び
は
な
け
れ
ど
も
、
こ
ゝ
に
ひ
と

つ
の
思
ひ
あ
り
。
み

や
こ
に
へ
い
け
の
も
の
ど
も
が
、
あ
く
ぎ
や
う
な
せ
し
お
り
／
ヽ
は
、

み
る
に
め
ん
ぼ
く
な
き
ま
ゝ
に
、
し
ゆ
ら
の
く
げ
ん
は
の
が
れ
が
た
し
。

千
ぶ
の
き
や
う
も
い
ら
ず
。
か
た
き
を
う
ち
て
た
び
給

へ
。

翁
室
町
時
代
物
語
大
成
し

と
あ
る
の
み
で
、
苦
悩
の
描
写
も
山
岸
本
ほ
ど
強
く
な
い
。

改
め
て
山
岸
本
の
地
獄
巡
り
の
場
面
を
見
る
と
、
「
ま
づ
修
羅
道

へ
御
連

申
て
御
あ
ん
内
申
は
」
と
あ
り
、
牛
若
は
真

っ
先
に
修
羅
道
地
獄

へ
赴
い
て

お
り
、
そ
こ
で
苦
し
む
武
士
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
餓
鬼
道
地
獄
や
血
の

池
地
獄
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
大
日
如
来
が
修
羅
道
の
苦
し
み
を
語
る

の
と
同
様
、
武
士
が
直
面
す
る
問
題
の
み
を
大
き
く
扱

っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

物
語
の
結
末
部
分
は
、
刊
本
と
同
じ
よ
う
に
、

お
も
て
は
仁
義
礼
智
の
五
常
を
守
り
、
内
に
は
後
生
即
菩
提
為
に
と
て

念
仏
わ
す
れ
ず
申
さ
せ
玉
ふ
御
事
は
、
源
氏
の
す

へ
の
は
ん
盛
と
今
の

世
々
ま
て
名
を
残
じ
玉
ふ
、
あ
り
か
た
か
り
し
次
第
な
り

（
２８
オ
）

と
あ
り
、
五
常
と
し
て
仇
討
ち
を
認
め
、
内
に
念
仏
を
唱
え
よ
と
勧
め
て
い

る
。
武
士
で
あ
る
以
上
は
怯
え
ざ
る
を
得
な
い
修
羅
の
問
題
を
強
調
し
て
取

り
上
げ
て
い
る
点
が
本
書
の
特
徴
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
は
、
冒
頭
に

記
し
た
よ
う
に
、
大
日
如
来
が
平
家
討
伐
を
命
ず
る
と
い
う
仏
教
的
矛
盾
を

解
決
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
古
写
本

・
刊

本

。
十

一
段
本
の
中
で
は
、
刊
本
に
最
も
強
く
表
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳

述
し
な
い
が
、
刊
本
に
は
、
仇
討
ち
の
た
め
の
兵
法
を
得
る
た
め
に
内
裏
向

か

っ
た
牛
若
が
、
兵
法
と
仏
道
の
間
で
揺
れ
る
様
が
他
系
統
の
伝
本
よ
り
も

強
く
描
か
れ
、
刊
本
の
み
が
、
そ
の
矛
盾
を
内
の
仏
道
修
行
と
外
の
五
常
の

両
立
で
解
決
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
信
多
本
を
検
討
す
る
。
本
書
は
、
『
法
華
経
』
を
中
心
に
経
文
が



多
く
引
用
さ
れ
て
お
り

（『
詞
林
』
四
十
号
所
収
拙
稿
参
照
）
、
本
物
語
の
宗

教
性
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
改
作
で
あ
る
。
山
岸
本
で
検
討
し
た
の
と
同
じ
大

日
如
来
の
台
詞
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

汝
、
義
朝
が
、
か
く
仏
と
成
、
証
り
て
在
る
と
思
ふ
か
や
、
さ
れ
ば
三

界
の
独
尊
、
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
十
方
の
諸
仏
を
化
さ
せ
給

ふ
、
我
分
身
の
大
日
、
世
を
治
ん
が
其
の
為
に
、
仮
り
に
義
朝
と
出
現

し
、
汝
を
世
に
立
て
妙
な
る
御
法
の
花
の
元
、
右
の
本
土
に
立
帰
る
、

世
に
苦
し
み
は
な
け
れ
共
、
夫
、
三
千
世
界
の
者
、
皆
悉
く
地
獄
に
落

ち
、
此
の
苦
し
み
逃
れ
難
し
、
其
の
上
、
日
本
國
土
に
於
い
て
平
家
の

悪
逆
が
世
を
魔
國
と
な
さ
ん
事
、
此
苦
患
逃
れ
難
し
、
千
部
万
部
の
経

も
い
ら
ず
、
平
家
の
悪
逆
を
亡
し
、
世
を
仏
國
と
な
す
な
ら
は
、
自
他

平
等
の
功
徳
也
、
（
３‐
ォ
）

信
多
本
で
は
、
山
岸
本
と
は
逆
に
、
大
日
如
来
の
仮
の
姿
が
義
朝
で
あ

っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
世
を
救
う
た
め
に
義
朝
と
し
て
顕
れ
た
と
い
う
書
き

方
で
あ
る
た
め
、
大
日
如
来
の
尊
厳
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
叫
。
信
多
本
は
、

宗
教
性
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
の
大
日
如
来
の
立
場
の

明
確
化
は
、
や
は
り
、
大
日
が
仇
討
ち
を
命
じ
る
と
い
う
矛
盾
を
解
決
す
る

た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
二
種
の
改
作
本
に
見
ら
れ
る
仏
と
武
の
矛
盾
点
の
解
決
は
、
そ
の

元
と
な

っ
た
刊
本
に
お
い
て
、
仏
と
武
の
矛
盾
と
い
う
テ
ー
マ
が
他
系
統
よ

り
も
強
か

っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
古
写
本
や
十

一
段

本
に
は
武
と
仏
の
対
立
意
識
を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
物
語
が

成
立
し
た
初
期
に
は
、
恐
ら
く
、
大
日
が
仇
討
ち
を
命
ず
る
こ
と
に
あ
ま
り

違
和
感
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
家
と
戦
う
こ
と
に
な
る
義

経
の
未
来
が
、
因
縁
に
依

っ
て
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
捉
え
る
な
ら
ば
仏
教

的
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。
因
縁
が
強
調
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
十

一
段
本

で
あ
る
が
、
外
の
武
道
と
内
の
仏
道
の
両
立
に
よ

っ
て
解
決
策
を
求
め
た
の

が
刊
本
で
あ

っ
た
。

以
下
に
、
山
岸
文
庫
蔵

『
天
狗
の
内
裏
』
を
翻
刻
す
る
。
書
誌
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

江
戸
後
期
頃
写
。
内
題

「
天
狗
乃
内
裏
」
。
左
肩
打
付
外
題

「
天
狗
の

内
裏
」
。
尾
題
な
し
。
繰
表
紙
。
袋
綴
。
二
巻

一
冊
。
縦
二
三

・
五
セ

ン
チ
、
横

一
六

。
○
セ
ン
チ
。
本
文
二
八
丁
。
遊
び
紙
無
し
。
片
面
八

行
、　
一
行
二
五
字
程
度
。
表
紙
及
び
第

一
丁
表
に

「
山
岸
文
庫
」
の
朱

印
。
裏
見
返
し
に

「名
古
屋
藤
園
堂
よ
り
／
昭
和
十
六
年
六
月
上
浣
岸

適
舎
」
と
あ
る
。

原
文
は
、
「
ハ
」
で
と

な
ど

一
部
の
仮
名
に
片
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
小
字
の
片
仮
名
以
外
は
平
仮
名
で
記
し
た
。
本
文
の
傍
ら
に
補
入
さ
れ

て
い
る
文
字
は

［　
］
で
示
し
た
。
判
読
で
き
な
か

っ
た
箇
所
は
□
で
示
し

た
。
私
に
、
句
読
点
、
括
弧
を
加
え
た
。
濁
点
は
原
文
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

誤
字
は
多
く
あ
る
が
煩
雑
に
な
る
た
め
注
記
し
て
い
な
い
。

貴
重
な
書
籍
の
閲
覧
と
翻
刻
の
掲
載
を
御
許
可
下
さ

っ
た
実
践
女
子
大
学

図
書
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



天
狗
乃
内
裏

去
ほ
ど
に
、
は
う
ぐ
わ
ん
ど
の
ゝ
七
ッ
の
年
よ
り
く
ら
ま
の
寺
に
の
ほ
ら
せ

給
ひ
て
御
学
文
を
め
さ
れ
け
る
が
、
も
と
よ
り
此
君
は
毘
沙
門
の
御
再
誕
の

若
君
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
七
歳
の
御
時
法
華
経

一
部
八
巻
、
八
ッ
の
御
と
し

大
般
若
経
六
百
巻
、
倶
舎
三
拾
巻
、
ぶ
ん
す
い
経
十
四
巻
、
其
外
さ
う
し
と

り
て
は
、
源
氏
、
さ
ご
ろ
も
、
ふ
ら
う
ゑ
ひ
ひ
ち
や
う
た
ば
た
ま
き
、
【
１

オ
】
す
ゞ
り
、
ふ
ら
う
ゑ
ん
じ
ゆ
、
こ
き
ん
、
万
や
う
、
い
せ
も
の
が
た
り
、

凡
百
余
条
の
草
づ
く
し
、
八
十
二
ぢ
や
う
む
し
づ
く
し
、
鬼
が
詠
け
る
千
嶋

文
、
す
き
の
み
や
、
き
り
せ
が

つ
ほ
な
ん
ど
ゝ
て
、
さ
う
し
二
と
り
て
も
二

十
四
百
廿
四
巻
を
よ
み
あ
か
し
給
ふ
。
源
、
心
に
お
ぼ
し
け
る
は
、
「
悟
り

と
や
ら
ん
い
ふ
事
を
、
少
し
見
ば
や
」
と
思
し
召
、
十
歳
の
時
よ
り
山
学
に

上
ら
せ
給
ひ
て
、
十
三
と
申

に

一
千
七
百
そ
く
を
明
し
給
ふ
。
あ
る
日
の

【
１
ウ
】
雨
中
の
つ
れ
／
ヽ
に
、
南
の
つ
ば
に
立
出
て
、
花
を
な
が
め
て
お

は
せ
し
が
、
「実
に
や
花
も
さ
か
り
は
い
と
す
く
な
し
。
人
間
と
て
も
か
く

の
ご
と
し
。
わ
れ
は
幼
な
き
時
父
を
う
た
れ
、
親
の
か
た
き
を
も
打
ず
し
て

く
れ
な
ん
こ
と
を
い
と
口
を
し
。
誠
や
我
等
か
先
祖
の
八
幡
太
郎
よ
し
い
ゑ

は
、
十
五
の
御
年
門
出
を
な
さ
れ
名
を
天
下
に
揚
給
ふ
と
承
る
。
恐
れ
多
き

こ
と
な
が
ら
、
先
祖
を

つ
ゐ
で
我
も
十
五
に
な
ら
は
門
出
を
す
べ
し
。
【
２

オ
】
さ
れ
ば
、
十
三
の
年
ま
で
此
山

二
て
徒
に
日
を
送
り
け
る
こ
そ
は
む
ね

ん
な
れ
。
誠
や
ら
ん
、
此
山
に
天
狗
の
内
裏
と
申
を
ば
、
お
と
に
は
き
け
ど

目
に
は
見
ず
。
い
か
に
も
し
て
此
内
裏
を
見
ば
や
」
な
ん
と
ゝ
お
ぼ
し
め
し
、

雨
の
ふ
る
夜
も
ふ
ら
ぬ
夜
も
、
風
の
た

つ
日
も
た
ヽ
ぬ
夜
も
、
か
な
た
こ
な

た
と
草
木
を
わ
け
尋
ね
め
ぐ
ら
せ
玉

へ
と
も
、
て
ん
ぐ
は
も
と
よ
り
神
通
自

在
の
も
の
な
れ
ば
、
て
ん
ぐ
の
だ
い
り
は
見
へ
ざ
り
け
り
。
源
、
心
に
お
ぼ

し
め
す
は
、
「
わ
れ
い
と
け
な
か
り
し

【
２
ウ
】
頃
よ
り
も
毘
舎
門
に
深
く

頼
を
か
け
申
、
此
内
裏
に
一
た
び
逢
ん
と
き
せ
い
せ
ん
」
と
、
三
十
三
度
の

こ
り
を
と
り
、
わ
に
ぐ
ち
ち
や
う
ど
打
な
ら
し
、
「南
無
大
慈
大
悲
の
毘
舎

門
天
、
我
等
と
し
月
歩
み
を
は
こ
び
し
御
利
生
二
天
狗
に
あ
わ
せ
て
た
び
給

へ
」
と
、
か
ん
た
ん
く
だ
き
祈
ら
せ
給
へ
は
、
夜
も
ふ
け
ゆ
く
に
し
た
が
ひ

て
、
自
然
と
つ
か
れ
ま
と
ろ
み
給
へ
は
、
毘
舎
門
天
王
、
八
旬
ば
か
り
の
老

僧
と
現
し
、
ま
く
ら
神
に
た
ゝ
せ
給
ひ
、
「
い
か
に
う
し
若
、
天
狗
の
内
裏

に
あ
い
た
く
ば

【
３
オ
】
五
更
の
天
も
明
ヶ
ゆ
か
ば
、
み
さ
か
口
に
出
ま
ち

給
へ
。
必
ず
お
し
へ
申
さ
ん
」
と
の
た
ま
へ
は
、
ゆ
め
は
其
ま
ゝ
さ
め
に
け

り
。
源
と
、
は
つ
と
心
づ
き
、
い
よ
／
ヽ
信
を
と
り
て
、
数
の
礼
拝
参
ら
せ

て
、
夜
も
ほ
の
／
ヽ
と
明
ヶ
行
ば
、
教
へ
ご
と
く
三
坂
口
に
立
出
て
、
御
利

生
は
今
や
お
そ
し
待
給
ふ
。
泰
も
毘
舎
門
は
、
廿
斗
の
法
師
と
現
じ
て
、
身

に
は
そ
け
ん
の
衣
を
着
し
、
手
に
す
い
し
や
う
の
数
珠
を
持
、
足
に
は
黒
キ

沓
を
は
き
、
う
し
若
君
の
前
に
立
、
「
い
か
に
牛
若
聞
給
へ
。
【
３
ウ
】
天
狗

の
内
裏
か
望
み
な
ら
ば
、
是
よ
り
さ
ん
か
い
に
登
り
つ
ゝ
、
た
つ
ね
給
ふ
こ

と
な
ら
は
、
五
色
の
築
地
を
弓
手
に
見
な
し
、
赤
き
つ
い
ぢ
を
め
て
に
な
し
、

其
外
青
き
黒
き
黄
色
な
る
三
ッ
の
つ
ゐ
地
を

一
同
に
ふ
み
な
ら
し
て
行
な
ら

は
、
必
す
だ
い
り
に
行
付
べ
し
」
と
教
へ
玉
ひ
て
、
か
き
け
す
様
テ
つ
せ
さ

せ
給
ふ
。
み
な
も
と
あ
り
が
た
く
思
召
、
け
わ
し
き
坂
を
打
登
り
、
山
伝
ヘ

に
た
つ
ね
給
へ
は
、
五
色
の
つ
ゐ
地
見
へ
た
れ
ば
、
牛
若
う
れ
し
く
思
召
、

「我
、
此
程
の
心
を
つ
く
せ
し
か
ど
も

【
４
オ
】
た
づ
ね
あ
う
べ
き
た
よ
り

な
き
か
、
か
ゝ
る
き
と
く
ぞ
あ
り
が
た
し
」
と
心
も
い
さ
み
、
い
そ
が
せ
て



ほ
ど
な
く
た
い
り
の
と
う
門
に
付
せ
給
ひ
、
ま
づ
外
の
つ
ゐ
地
を
御
覧
す
る

に
、
石
の
つ
ゐ
地
を
八
十
余
丈
に
つ
き
上
て
、
石
の
大
門
打
こ
へ
給

へ
は
、

［内
に
は
］
鉄
の
築
地
ヱ
ハ
十
余
丈
に
つ
き
あ
げ
て
、
く
ろ
か
ね
の
門
を
立
、

夫
よ
り
内

二
は
白
か
ね
の
築
地
四
十
余
丈
に
つ
き
上
ヶ
、
銀
の
門
に
は
夕
日

を
出
し
て
立
給
ふ
。
夫
よ
り
内

二
は
こ
が
ね
の
築
地
三
十
余
丈
、
金
の
門
に

は
朝
日
を
出
し
て
立
給
ふ
。
し
ら
す
に
は

【
４
ウ
】
こ
か
ね
の
砂
を
し
き

つ

め
た
り
。
御
そ
う
し
、
お
め
す
内
に
い
り
、
屋
か
た
の
様
子
を
御
覧

つ
る
に
、

七
宝
を
の
べ
た
る
こ
と
く
ご
と
く
に
て
、
お
と
に
き
こ
へ
し
極
楽
も
是
に
は

い
か
て
ま
さ
る
べ
し
。
御
そ
う
し
、
か
ら
き
の
き
ざ
は
じ
を
六
七
け
ん
登
ら

せ
玉
ひ
て
内
の
て
い
を

つ
く
／
ヽ
と
御
ら
ん
す
れ
ば
、
納
言
さ
い
せ
う
以
下

北
面
の
も
の
ど
も
、
位
官
け
だ
か
く
引

つ
く
ろ
い
、
ひ
つ
し
と
居
な
か
れ
な

み
居
た
り
。
源
を
見
奉
り
、
「
い
か
に
か
た
／
ヽ
、
此
内
裏

へ
人
間
の
参
る

べ
き
事
は
あ
ら
ざ
り
し
に
、
こ
ゝ
へ
見

へ
し
は
い
か
な
る

【
５
オ
】
人
ぞ
」

と
た

つ
ね
ら
れ
、
源
卜
答

へ
て
申
さ
る
ゝ
は
、
「某
を
は
富
山
に
て
七
十
五

人
の
ち
ご
の
中
、
今
日
某
花
の
番

二
さ
ゝ
れ
け
る
が
、
花
を
尋
て
登
り
し
所
、

は
か
ら
す
か
ゝ
る
内
裏
に
参
り
た
り
。
東
方
な
ら
は
薬
師
の
浄
土
、
南
方
な

ら
は
観
音
無
垢
世
界
に
て
も
あ
る
や
ら
ん
と
存
候
也
。
と
て
も
是
ま
て
参
り

し
上

ハ
何
卒
、
帝
に
御
目
見

へ
申
た
し
。
奏
聞
申
て
た
び
玉

へ
」
と
仰
ら
れ

け
れ
は
、
此
由
人
々
承
り
、
「
た
ゞ
人
と
は
見

へ
玉
は
ず
、
【
５
ウ
】
い
か
さ

ま
奏
聞
申
べ
し
」
と
て
、
紫
震
殿
に
参
り
大
天
狗
に
そ
う
も
ん
申
け
れ
ば
、

大
天
狗
は
元
よ
り
も
神
通
の
事
な
れ
ば
、
「
よ
し
／
ヽ
く
る
し
う
な
き
人
ぞ
、

源
氏
の
わ
す
れ
か
た
み
に
牛
若
君
と
申
な
り
。
い
か
に
も
馳
走
申
せ
」
と
て
、

畳
に
は
へ
り
が
ね
を
わ
た
し
、
段
／
ヽ
村
雲
に
し
か
せ
、
柱
は
金
銀
の
ど
ん

巾
に
て
巻
た
て
、
天
丼
を
は
、
か
ら
に
し
き
に
て
は
り
ま
わ
し
、
上
坐
に
は

畳
七
じ
や
う
か
さ
ね
て
白
銀
の
ぶ
ん
と
う
た
て
さ
せ
、
大
天
狗
は
あ
い
の
障

子
さ

つ
と

【
６
オ
】
開
き
、
習
疋
は
／
ヽ
御
そ
う
し
、
珍
敷
御
入
な
り
」
と

む
り
に
上
坐
の
七
畳
墓

へ
請
し
奉
り
、
大
天
狗
は
畳
三
ぜ
う
下

つ
て
三
度
拝

し
て
両
手
を

つ
ゐ
て
申
上
け
る
は
、
「存
も
よ
ら
す
源
御
そ
う
し
の
御
入
、

定
て
子
細
候
は
ん
」
と
申
上
け
れ
は
、
御
そ
う
し
申
さ
る
ゝ
に
、
「
思
も
よ

ら
す
初
て
の
封
面
、
某
義
は
別
の
子
細
候
は
ね
と
も
、
定
て
知
ら
る
ゝ
通
、

八
幡
太
郎
義
家
の
裔
孫
な
り
し
が
十
歳
の
時
よ
り
此
山
に
登
り
山
學
せ
し
か

ど
も

【
６
ウ
】
此
山
中
に
天
狗
の
内
裏
と
申
が
あ
り
と
兼
て
聞
及
し
か
、
今

日
は
か
ら
す
も
花
を
手
折
に
出
し
か
ど
、
道
に
ま
よ
ひ
て
此
内
裏

へ
来
り
け

れ
。
靭
、
を
と
聞
し
よ
り
も
猶
け

つ
こ
う
な
る
か
ま

へ
な
り
。
思
は
ず
格
別

の
尊
敬

二
あ
づ
か
り
痛
入
存
候
」
と
申
さ
れ
け
れ
は
、
習
疋
は
／
ヽ
思
ひ
も

よ
ら
ぬ
御
言
葉
に
預
り
、
冥
加
至
極
、
何
か
な
御
な
く
み
」
と
て
、
小
天
狗

壱
人
召
出
し
、
「
其
方
義
、
愛
子
山
の
太
郎
坊
、
比
良

［
の
］
山
の
次
郎
坊
、

高
野
山
の
二
郎
坊
、
奈
知
山
の
四
郎
坊
、
か
ん
の
く
ら
の
豊
前
坊
、
【
７
オ
】

此
五
人
の
方

へ
時
の
間
に
い
た
り
、
今
日
珍
ら
し
き
御
き
や
く
を
も
ふ
け
て

あ
り
つ
る
程
に
、
即
座
に
参
て
御
な
ぐ
さ
め
申
さ
る
ゝ
べ
し
」
申
付
け
れ
は
、

小
天
狗
は
、
「
承
る
」
と
答

へ
も
あ

へ
ず
座
敷
を
立
て
せ

つ
な
の
間
に
飛
か

へ
り
、
「
只
今
五
ヶ
所
の
天
狗
が
た
参
内
」
と
申
上
け
れ
は
、
五
人
の

［大
］

天
狗
は
小
天
狗
あ
ま
た
引
具
し
、
お
も
て
の
縁
に
ぞ
参
ら
れ
け
り
。
内
裏
見

る
よ
り

「
何
れ
も
打
そ
ろ
ひ
、
早
速
の
参
内
満
足
／
ヽ
、
今
日
、
存
も
よ
ら

す
源
の
御
若
君
是

へ
尊
出
被
来
下
け
る
。
何
が
な
御
な
く
さ
み
に

【
７
ウ
】

存
す
れ
共
、
身
ど
も

一
人
に
て
は
何
事
も
御
な
く
さ
み
に
な
ら
ず
。
是
に
よ



つ
て
其
許
た
ち
を
相
ま
ね
き
候
也
。
」
申
さ
る
れ
は
皆

一
同
に
御
そ
う
し
を

拝
し
奉
り
、
五
人
の
大
天
狗
の
み
つ
ぎ
も
の
は
、
小
か
ね
三
千
両
る
り
の
盆

に
た
ち
ば
な
が
た
に
つ
ま
せ
て
若
君
様

へ
献
上
と
、
靭
、
御
さ
か
づ
き
各
頂

戴
、
御
馳
走
は
山
海
の
珍
味
何
事
も
時
の
間

［調

へ
］
至
り
け
り
。
い
つ
き

か
し
づ
き
奉
る
。
又
、
大
天
狗
、
小
天
狗
を
召
出
し
申
付
ル
は
ヽ
「
大
唐

の

法
光
坊
、
天
ぢ
く
の
日
り
ん
坊
、
こ
れ
ら
弐
人

【
８
オ
】
天
狗
た
ち
に
め

つ

ら
し
き
申
た
り
、
御
出
あ
れ
と
申
せ
」
と
仰

つ
け
ら
れ
、
「
承
る
」
と
申
て
、

し
ら
す
に
ゆ
ら
り
と
下
り
け
る
が
、
以
前
の
こ
と
く
、

へ
ん
し
の
あ
い
だ
に

は
じ
り
か

へ
り
、
「
只
今
弐
人
の
天
狗
た
ち
、
彦
山
に
て
、
す
ご
六
打

て
を

は
せ
し
が
、
只
今
是

へ
」
と
申
も
あ

へ
ず
、
弐
人
の
天
狗
は
、
供
天
狗
数
百

人
召
連
れ
、
表

て
の
縁
に
参
ら
れ
け
る
。
大
天
狗
は
見
る
よ
り
、
「
い
か
に

両
人
、
源
様
の
御
入
ぞ
。
何
れ
も
是

へ
通

つ
て

【
８
ウ
】
御
げ
ん
ざ
ん
に
御

入
候

へ
」
と
、
二
人
は

「
承
る
」
と
申
て
、
若
君
の
御
ま

へ
に
罷
出
悦
事
か

き
り
な
し
。
め
い
ノ
ヽ
御
酒
ゑ
ん
の
御
も
て
な
し
、
御
盃
も
大
か
た
な
り
。

大
天
狗
申
さ
る
ゝ
は
、
「
い
か
に
興
も
候
は
ず
、
御
身
た
ち
、
先
祖
よ
り

つ

た
わ
り
た
る
神
通
を

一
ッ
御
慰
に
」
と
、
こ
の
ま
る
れ
は
、
弐
人
の
天
狗
は
、

「安
き
事
に
て
候
」
と
、
忽
、
両
人
、
中
座
を
さ
し
て
走
り
出
、
先
、
大
唐

の
法
光
坊
、
「
身
と
も
が
家
に
つ
た
は
る
術
を
御
覧
に
入
れ
ん
」
と
、
あ
い

の
せ
う
じ
を
さ
ら
り
と
明
れ
ば
、
【
９
オ
】
是
は

［と
］
を
ど
ろ
く
大
唐
の

径
山
寺
、
眼
の
ま

へ
に
あ
ら
わ
れ
た
り
。
靭
又
、
す
さ
ま
し
き
大
き
な
る

つ

り
鐘
を
と
ふ
し
ん
を
以
、
是
を

つ
り
、
か
う
ら
い
国
の
し
ゆ
も
く
に
て
是
を

つ
い
て
御
覧
に
ぞ
い
れ
け
る
。
靭
又
、
南
海
道

二

［
一
同

二

火
を
と
も
し
、

同
さ
ま
し
か
り
け
る
あ
り
さ
ま
を
、
御
な
く
さ
み
二
も
い
た
し
け
る
。
其
次

二
天
竺
国
の
日
り
ん
坊
も
あ
い
の
せ
う
じ
を
さ

つ
と
あ
け
、
「御
ら
ん
あ
れ
」

と
ぞ
申
さ
る
ゝ
。
源
、
御
覧
す
れ
ば
、
霞
に
つ
な
を
わ
た
し
雲
に
橋
を
か
け

遠
山
に
舟
を
浮
べ

【
９
ウ
】
自
由
自
在

二
登
り

つ
下
り

つ
、
い
と
ふ
し
ぎ
か

き
り
な
し
。
次

二
大
天
狗
、
五
人
の
天
狗
に
好
ま
れ
け
る
。
「
御
身
た
ち
の

兵
法

一
ッ
つ
か
ふ
て
見
せ
給

へ
」
と
の
た
ま

へ
は
、
「
承
る
」
と
申
て
、
し

ら
す
に
ゆ
ら
り
と
飛
で
下
り
、
秘
術
を

つ
く
し
て
見
せ
申
。
源
と
、
も
と
よ

り
望
む
所
な
れ
は
、
廣
縁
に
ゆ
る
ぎ
出
さ
せ
た
ま
ひ
て
間
じ
か
く
よ
り
て
御

覧
じ
け
る
に
、
心
も
言
葉
も
お
よ
ば
れ
す
。
悦
給
ふ
そ
限
り
な
し
。
五
人
兵

法
も
事
お
わ
れ
は
、
大
天
狗
申
さ
れ
し
は
、
「
靭
、
弐
人
の
神
通
も
五
人
の

兵
法
も

一
通
り

【
１０
オ
】
御
目
に
か
け
候

へ
は
、
次
わ
れ
ら
も
何
が
な
御
な

く
さ
み
に
存
す
れ
共
、
珍
ら
し
き
事
も
候
は
ね
共
五
天
竺
を
御
目
に
か
け
候

は
ん
と
、
こ
な
た

へ
入
せ
候

へ
」
と
て
、
玉
の
座
敷

へ
請
じ
申
。
先
東
の
障

子
を
さ
ら
り
と
開
け
は
、
と
う
ぜ
う
国
七
百
余
州
を

一
日
あ
ら
は
じ
見
せ
ら

れ
け
れ
は
、
源
、
早
筆

二
唐
紙
に

［百
帖
は
か
リ
ニ

写
し
給
ひ
け
る
。
次

二
南
の
障
子
を
開
け
は
、
南
天
竺
七
百
六
十
余
州
の
民
の
か
ま
ど
か
ま
ど
迄

不
残
見

へ
け
れ
は
、
是
唐
紙
百
帖

テ
つ
つ
さ
せ
給
ふ
。
西
も
同
じ
く
開
け
は
、

西
天
竺
七
百
余
州
の
山
の
姿
木
の
こ
だ
ち

【
１０
ウ
】
ま
の
あ
た
り
に
あ
き
ら

か
に
見

へ
に
け
り
。
夢
幻
じ
と
も
覚

へ
ず
書
写
し
給
ふ
也
。
北
天
竺
の
流
レ

中
天
竺
の
あ
り
さ
ま
都
て
五
天
竺
の
や
う
だ
い
を
五
百
余
帖

二
写

［さ
］
せ

給
ひ
、
末
代
迄
の
宝
に
せ
ん
と
悦
給
ふ
ぞ
限
な
し
。
か
ゝ
る
時
御
后
の
方
よ

り
大
天
狗
の
も
と

へ
御
使
あ
り
け
る
は
、
「
ち
と
申
上
度
こ
と
の
あ
り
、
御

入
ら
せ
玉

へ
が
し
」
と
申
越
け
れ
は
、
大
天
狗
は
、
「
何
事
や
ら
ん
」
と
簾

中

へ
入
り
た
ま

へ
は
、
御
后
、
大
天
狗
の
た
も
と
に
す
が
り

つ
ゝ
、
「誠
や



ら
ん
。
し
や
ば
よ
り
も
源
様
と
や
ら
ん
申
若
君

の
御
出
あ
り
し
と
承
る
。

【
Ｈ
オ
】
み
つ
か
ら
も
娑
婆
の
も
の
に
て
候

へ
は
、
恋
し
く
思
ひ
候
ぞ
。
自
、

娑
婆
よ
り
参
り
て
御
身
と
契
を
な
せ
し
事
も
、
昨
ふ
け
ふ
と
は
思

へ
共
、
七

千
年
に
も
な
る
ぞ
か
し
。
其
年
月
の
御
情
に
、

へ
ん
じ
の
い
と
ま
を
玉
は
り

て
其
若
君
様

二
御
め
に
か
ゝ
り
た
く
候

へ
は
、
し
ば
し
内
に
め
も
じ
を
ゆ
る

さ
せ
給

へ
」
と

の
た
ま

へ
は
、
大
天
狗
も

い
か

ゝ
あ
る
べ
き
と
も

［は
］

翁
も
」
の
右
傍
）
思

へ
と
も
、
さ
す
が
に
岩
木
な
ら
ね
ば
、
「実
に
も
其
方

の
申
通
り
、
唐
日
本
は
い
ふ
も
さ
ら
、
五
天
竺

二
も
な
ら
ふ
か
た
な
き
若
君

な
れ
は
、
御
目
に
か
ゝ
り
度
は

【
Ｈ
ウ
】
こ
と
は
り
、
と
く
／
ヽ
出
て
御
た

い
面
可
申
」
と
あ
り
け
れ
は
、
御
后
は
な
の
め
な
ら
ざ
る
悦
に
て
、
十
二

一

重
を
引
ち
が

へ
、
緋
の
袴
を
ふ
み
し
た
き
、
あ
い
ぜ
ん
王
の
あ
い
け
う
の
守

り
を
首
に
か
け
、
口
に
仏
語
を
唱

へ
つ
ゝ
、
わ
れ
に
お
と
ら
ぬ
女
房
達
、
あ

ま
た
引
く
し
立
出
た
る
其
姿
、
た
ま
び
ん
づ
ら
の
花
の
か
ん
ば
せ
い
ろ
や
か

に
し
て
、
実
に
や
秋
の
月
の
遠
山
に
ち
す
い
を
照
ら
す
こ
と
く
也
。
源
、
御

覧
あ
り
て
、
「
あ
わ
や
是
こ
そ
は
大
天
狗
の
御
皇
所
」
と
思
召
、
「
げ
に
や
女

は
く
わ
し
よ
く
に
余
り
し
も
の
そ
と
よ
、
是

へ
／
ヽ
」
と
御
せ
う
し
あ
り
。

后
、
坐
敷

に
な
お
り

つ
ゝ

【
１２
オ
】
若
君
を

つ
く
／
ヽ
と
お
が
み
申

て
、

や
ヽ
あ
り
て
后
申
け
る
は
、
「
か
く
と
申
さ
ん
も
は
づ
か
わ
し
。
去
な
が
ら

自
が
先
祖
を
か
た
り
可
申
。
か
く
申
み

つ
か
ら
も
し
や
ば
の
も
の
に
て
候
ぞ
。

國
を
申
せ
ば
甲
斐
の
国
、
所
を
申
せ
ば
ニ
ッ
橋
、
古
今
長
者
と
申
て
お
わ
せ

し
が
、
そ
の
こ
き
ん
長
者
が
ひ
と
り
娘
き
ぬ
ひ
き
姫
と
は
自
ら
な
り
。
我
十

七
歳
の
春
の
頃
、
花
薗
の
山
立
出
て
、
く
わ
ん
げ
ん
し
て
遊
し
に
、
み

つ
か

ら
琴
の
役
、
其
日
の
つ
ま
お
と
い
つ
に
す
ぐ
れ
て
い
み
し
か
り
し
を
、
自
が

心
に
思
ひ
け
る
は
、
恐
ら
く
日
の
本
に
並
ふ
か
た
も
有
ま
じ
な
、
【
１２
ウ
】

け
よ
ふ
の
妻
音
た
れ
か
ま
さ
ら
じ
と
高
慢
せ
り
。
そ
の
お
り
神
風
さ

つ
と
吹

来
り
、
そ
の
ま
ゝ
天
狗
に
さ
そ
は
れ
、
か
ゝ
る
だ
ゐ
リ
ヘ
参
り

つ
ゝ
、
き
の

ふ
け
ふ
と
は
思
ひ
し
か
ど
も
年
月
を
か
ぞ
ふ
れ
は
七
千
余
年
に
な
る
ぞ
が
し
。

こ
の
と
し
月
を
お
く
り
て
も
、
こ
と
に
た
の
し
み
も
候
は
ね
ど
も
、　
一
ッ
の

悦
に
は
死
し
て
め
い
ど
に
、
を
わ
し
ま
す
、
二
人
の
お
や
に
月
に

一
た
び
二

た
ひ
三
度
ヒ
お
か
み
申
、
是
ぞ

一
ッ
の
た
の
し
み
な
り
。
我
君
も
、
二
歳
の

年
に
御
父
に
お
く
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
さ
こ
そ
は
恋
し
く
思
召
ら
ん
。
我

つ
ま
の

【
１３
オ
】
大
天
狗
は

一
百
三
十
六
地
獄
、
又
九
品
浄
土
に
も
日
々
に

飛
行
し
た
ま
ふ
な
り
。
御
身
の
親
御
の
よ
じ
と
も
様
も
九
品
浄
土
に
大
日
如

来
と
そ
な
わ
ら
せ
た
ま
ひ
て
お
わ
し
ま
し
候
ぞ
や
。
か
ま
ひ
て
自
が
申
せ
し

と
は
仰
候
わ
ず
、
大
天
狗
を
わ
り
な
く
た
の
ま
せ
給
ひ
な
ば
、

つ
ゐ
に
は
あ

わ
せ
申
さ
る
べ
し
」
と
う
け
悦
ば
せ
申
、
う
ち
と
け
語
り
給
ひ
け
れ
ば
、
源
、

な
の
め
に
お
ぼ
じ
め
じ
、
「
さ
わ
あ
り
な
が
ら
ふ
し
ぎ
さ
よ
」
と
ぞ
仰
け
る
。

か
く
う
ち
か
た
ら
ひ

「
目
出
度
御
酒
を
参
ら
せ
よ
と
承
る
」
と
申
て
、
若
き

女
房
達

【
１３
ウ
】
出
し
や
く
に
立
、
と
り
´
ヽ
に
み
き
を
ぞ
勧
め
け
る
。
わ

が
身
も
く
わ
ゑ
に
ま
い
り

つ
ゝ
、
「
何
の
け
ふ
も
候
は
ね
ど
も
此
酒
の
由
来

を
語
り
可
申
。
抑
、
此
酒
と
申
は
、
恭
く
も
妙
法
蓮
華
経
の

一
部
八
巻
に
そ

な
は
る
文
字
は
六
万
九
千
三
百
八
十
余
字
の
文
を
以
て
ゑ
か
う
し
て
良
薬
に

て
造
り
し
薬
酒
に
て
お
は
し
ま
す
。　
一
ッ
ま
い
れ
は
じ
ゆ
人
あ
い
け
ふ
、
二

ッ
ま
い
れ
ば
人
に
う
や
ま
わ
れ
、
三
ッ
の
め
ば
思
ふ
こ
と
叶
ふ
、
四
ッ
の
め

ば
し
ん
た
い
さ
だ
ま
る
、
五
ッ
ハ
五
た
い
五
り
ん
と
あ
ら
わ
れ
、
六

ッ
釜
ハ

道

の
さ
た
を

へ
う
す
、
【
１４
オ
】
七

ッ
の
め
ば
仏
名

に
叶
ひ
申
す
、
八
ッ
の



め
ば
八
苦
の
く
る
し
み
を
の
が
る
、
九
ッ
の
め
ば
国
の
主
と
な
る
と
か
や
、

殊
に
い
わ
ゐ
の
御
酒
な
れ
ば
九
こ
ん
ま
い
れ
」
と
す

ゝ
め
ら
れ
、
い
わ
ゐ
の

こ
ん
も
通
り
け
れ
ば
若
君
の
御
盃
を
后

へ
玉
は
り
、
い
く
年
月
の
目
出
た
せ

よ
と
又
御
そ
う
し

へ
さ
し
参
ら
せ
、
い
と
ま
申
て
さ
ら
ば
と
て
、
れ
ん
中
深

く
入
に
け
り
。
か
く
て
御
そ
う
し
、
や
ゝ
大
天
狗
に
あ
ひ
仰
け
る
は
、
「
さ

て
も
／
ヽ
此
度
の
御
も
て
な
し
、
申
な
か
／
ヽ
お
ろ
か
な
り
。
言
葉
に
も
及

は
れ
ず
、
ふ
で
に
も
い
か
で
か

つ
く
し
か
た
し
。
御
恩
の
ほ
ど
山
な
ら
ば

【
‐４
ウ
】
須
弥
山
か
海
な
ら
ば
さ
う
か
い
と
て
も
云
が
た
し
。
い
つ
の
よ
に

わ
、
わ
す
る
べ
し
。
と
て
も
の
御
事
に
愛
に

一
ッ
の
望
み
あ
り
。
誠
や
ら
ん
、

娑
婆
に
て
承
り
候

二
は
、
御
身
は

一
百
三
拾
六

［地
］
獄
、
ま

つ
た
十
方
の

浄
土
に
も
飛
行
し
た
ま
ふ
と
聞
候
な
り
。
我
等
父
の
義
朝
に
は
二
才
の
時
に

お
く
れ
候

へ
ば
、
い
か
に
も
し
て

一
日
お
か
み
申
度
候
。
ひ
た
す
ら
に
た
の

み
申
」
と
仰
け
れ
ば
、
大
天
狗
申
さ
る
に
は
、
「左

二
て
候

へ
共
、
是
に
お

ゐ
て
は
叶
ふ
ま
じ
、
さ
り
な
が
ら
此
た
び
の
御
出
か

へ
す
／
ヽ
も
恭
く
候
。

わ
れ
と
わ
れ
と
の
た
い
だ
ん
を
は
御
存

【
１５
オ
】
な
さ
れ
て
候
欺
。
御
語
り

候

へ
、
て
う
も
ん
申
さ
ん
。
」
御
さ
う
し
は
き
こ
じ
め
し
、
「
わ
れ
ら
と
申
は

七
ッ

［
の
］
と
し
よ
り
く
ら
ま
の
寺
に
の
ぼ
り
、
経
論
、
し
や
う
げ
う
、
和

漢
の
さ
い
、
し
い
歌
、
く
わ
ん
げ
ん
に
心
を
蓋
し
、
山
学
な
と
も

一
千
七
百

そ
く
を
ま
な
び
し
が
、
そ
の
中
に
も
、
天
も
て
つ
へ
き
地
も
て
つ
へ
き
、
四

方
て
つ
へ
き
な
る
時
は
、
是
が
わ
れ
と
の
封
談
ぞ
、
万
法

一
如
と
聞
く
時
は
、

靭
、
三
界
に
か
き
も
な
し
、
六
道
に
ほ
と
り
な
し
、
方
に
二
方
な
し
、
ほ
と

け
に
二
佛
は
ま
し
ま
さ
ず
、
是
が
わ
れ
と
の
た
い
だ
ん
な
り
」
と
の
た
ま

へ

ば
、
【
・５
ウ
】
其
時
天
狗
、
「
あ
ら
あ
り
か
た
や
、
さ
ら
ば
御
と
も
申
べ
し
。

こ
な
た

へ
入
ら
せ
た
ま

へ
」
と
て
、
れ
ん
中
ふ
か
く
請
じ
ら
れ
け
り
。
御
さ

う
し
を
ば
玉
の
墓
に
置
申
、
娑
婆
よ
り
召
れ
じ
御
こ
そ
で
ひ
た
ゝ
れ
を
ば
ぬ

か
せ
申
て
、
せ
き
あ

へ
ず
。
さ
て
し
も
有
べ
き
こ
と
な

［ら
］
ね
ば
法
被
に

き
せ
か
へ
申
て
、
ま
づ
修
羅
道

へ
御
連
申
て
御
あ
ん
内
申
は
、
源
た
ち
よ
り

つ
く
／
ヽ
と
御
覧
す
れ
ば
、
ま

つ
し
や
ば
に
て
父
を
う
た
れ
し
そ
の
か
た
き

を
う
た
ず
し
て
死
た
る
も
の
と
見

へ
つ
る
が
、
わ
れ
と
我
身
と

［き

つ
つ
］

と

つ
ゐ

つ
一
か
た
な
ら
ぬ
苦
げ
ん
な
り
。
【
１６
オ
】
こ
ゝ
か
し
こ
と
見
玉

ヘ

ば
、
し
や
は
に
あ
り
し
に
た
か
は
ず
、
か
ね
、
た
い
こ
、
か
い
な
ど
を
ふ
き

立
入
み
だ
れ
切
む
す
ぶ
。
ま
け
る
か
た
は
、
に
け
ゆ
く
あ
り
さ
ま
、
か
ち
た

る
か
た
は
、
か
ち
と
き
を

つ
く
り
、
と
き
の
こ
へ
矢
さ
け
び
の
音
、
天
地
も

ひ
ゝ
く
ば
か
り
な
り
。
靭
、
「苦
げ
ん
を
ば
何
と
し
て
の
か
る
べ
き
そ
」
と

の
玉

へ
ば
、
「
娑
婆
の
軍
の
其
時
に
う

つ
か
た
き
を
ば
か
ね
と
な
し
、

つ
る

き
を
ば
し
ゆ
も
く
と
観
念
し
、
過
去
の
因
果
は
か
く
の
ご
と
し
、
未
来
は
と

も
に
成
仏
と
思
は
ゝ
、
則
げ
だ

つ
す
べ
し
」
と
申
さ
れ
け
る
。
そ
れ
を
も
打

す
ぎ
、
地
ご
く
の
か
ず
／
ヽ

【
１６
ウ
】

一
／
ヽ
に
御
あ
ん
な
ゐ
申
に
、
い
づ

れ
も
お
ろ
か
な
き
苦
げ
ん
の
あ
り
さ
ま
、
ご
く
そ
つ
と
も
の
か
し
や
く
の
せ

め
に
ひ
ま
も
な
く
、
ざ
い
人

［
の
］
お
め
き
さ
け
ぶ
声
の
ん
ど
に
せ
ま
り
、

も
の
す
さ
ま
じ
き
有
さ
ま
は
、
お
そ
ろ
し
き
と
も
中

ゝ
に
、
し
や
ば

［に
］

た
と

へ
ん
方
ぞ
な
し
。
身
の
毛
も
よ
た

つ
ば
か
り
な
り
。　
　
上
の
巻

さ
て
八
か
ん
八
ね

つ
の
地
獄
も
悉
く
わ
た
ら
せ
給

へ
ば
、
そ
れ
よ
り
し
て
十

方
浄
土

へ
う

つ
ら
玉
ひ
け
れ
ば
、
ぢ
ご
く
の
う
き
に
引
か

へ
て
、
見
佛
聞
法

心
よ
く
、
【
１７
オ
】
木
々
の
槍
ま
て
微
風
に
つ
れ
て
法
を
と
く
。
み
め
う
き

れ
い
の
あ
り
さ
ま
は
、
心
も
こ
と
ば
も
轟
さ
れ
ず
。
さ
て
諸
仏
如
来
の
御
そ



う
が
う
、
あ
り
か
た
き
と
も
中
々
に
、
た
と

へ
ん
か
た
も
な
か
り
け
り
。
中

二
も
す
ぐ
れ
し
西
方

［
の
］
弥
陀
の
は
い
せ
し
か
ば
、
九
品
の
蓮
す
は
池
に

み
ち
、
た
わ
む
れ
玉
ふ
ぼ
さ

つ
た
ち
、
い
く
千
万
と
も
数
し
れ
ず
。
其
中
に

光
明
あ
ざ
や
か
な
る
が
た
ち
玉
ふ
。
「
是
は
い
つ
れ
」
尋
さ
せ
玉

へ
は
大
天

狗
教

へ
申
て
、
習
疋
ぞ
御
さ
う
し
の
御
ち

ゝ
君

【
１７
ウ
】
義
朝
公
、
今
は
此

土
に
安
住
し
大
日
如
来
の
御
跡
を

つ
ぎ
、
す
ぐ
さ
ま
大
日
如
来
に
て
ま
し
ま

す
ぞ
」
と
申
せ
は
、
若
君
飛
た

つ
ほ
ど
に
御
悦
か
き
り
な
し
。
叶
ふ
事
な
ら

御
言
葉

一
た
び
か
わ
し
申
た
し
と
、
親
子
の
ち
ぎ
り
浅
か
ら
ず
。
御
前
に
立

向
ひ
礼
は
い
ま
し
ま
し
玉
ひ
け
れ
ば
、
如
来
も
ゑ
み
を
ふ
く
ま
せ
給

ひ
、

「
善
哉
／
ヽ
う
し
若
丸
。
汝
、
此
所

へ
来
る
事
は
叶
ふ
ま
じ
き
を
不
思
議
に

是

へ
来
た
り
し
ぞ
悦
ひ
也
。
く
る
し
く
は
な
し
、
ち
か
ふ
／
ヽ
」
と
の
玉

ヘ

ば
、
恐
れ
な
が
ら
も
玉
の
い
ら
か

【
１８
オ
】
ふ
む
さ
へ
も
、
あ
ら
も

つ
た
い

な
や
思

へ
と
も
、
う
れ
し
な
み
た
に
む
せ
び

つ
ゝ
、
ゆ
め
う

つ
ヽ
と
も
覚

ヘ

な
く
、
御
前
ち
か
く
御
参
あ
れ
ば
、
佛
は
御
手
を
さ
し
の
べ
て
、
「善
な
る

か
な
牛
若
丸
、
善
ナ
ル
哉
、
し
や
那
王
子
、
汝
、
過
去
の
因
縁
浅
ふ
し
て
、

は
や
く
も
父
に
お
く
れ
し
が
、
母
の
存
生
た
る
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
せ
い
人

い
た
せ
し
は
、
か
け
な
か
ら
も
よ
ろ
こ
ば
し
、
さ
り
な
が
ら
そ
れ
ま
で
そ
た

ち
候
う
ち
、
さ
ぞ
や
う
き
目
を
い
た
し

つ
ら
ん
。
し
か
し
な
が
ら
草
葉
の
影

に
て
も
汝
を
守
り
候
ぞ
、
汝
は
御
夢
に
も
し
ら
ま

【
１８
ウ
】
ゆ
み
、
そ
れ
に

引
か

へ
ほ
と
な
く
源
氏
の
世
と
は
な
す

へ
き
ぞ
。
」
或
は
く
ど
き
、
或
は
な

げ
き
の
た
ま

へ
は
、
御
ぞ
う
し
は
父
の
存
念
き
こ
じ
め
し
、
流
る
ゝ
涙
は
五

然
を
し
ば
り
、
か
ゝ
る
涙
の
ひ
ま
よ
り
も
、
御
ぞ
う
し
の
た
ま
ふ
や
ふ
は
、

「
か
よ
ふ
に
御
佛
に
な
ら
せ
給
ひ
て
ま
し
ま
せ
ば
世
に
く
る
し
み
は
候
わ
ぬ

や
」
と
御
尋
あ
り
け
れ
。
佛
、
両
眼
よ
り
さ
ら
／
ヽ
と
涙
を
な
か
さ
せ
の
た

ま
ふ
や
ふ
、
「
汝
が
眼
に
ハ
佛
と
見

へ
候
や
、
今
か
り
に
佛
た
い
に
身
を

へ

ん
ぜ
し
は
、
其
方
を

一
度
子
に
持
し
因
縁
に
よ
り
、
且
は
や
ん
こ
と
な
き

【
‐９
オ
】
御
身
の
前
生
其
利
益
に
て
か
く
ま
で
か
り
の
す
が
た
は
う
け
た
れ

共
、
実
に
は
汝
が
二
才
の
時
、
悪
徒
の
為

二
此
身
を
ほ
ろ
ば
し
、
其
時
の
残

念
の
思
ひ
に
て
、
身
は
修
羅
道
に
し

つ
み

つ
ゝ
、
平
家
の
も
の
共
み
や
こ
に

出
て
、
悪
行
な
せ
し
を
折
々
に
見
る
た
び
毎
に
し
ゆ
ら
の
苦
げ
ん
い
よ
ま
し

て
、
此
身
の
く
る
し
み
の
か
れ
が
た
し
。
千
部
万
部
の
経
よ
り
も
、
我
く
げ

ん
を
す
く
わ
ん
と
思
ふ
な
ら
、
お
く

へ
下
り
て
、
秀
ひ
ら
佐
藤
を
う

つ
手
に

頼
み
、
あ
ま
ね
く

【
１９
ウ
】
ひ
く
わ
ん
を
引
率
し
、
み
や
こ
に
う

つ
て
の
ぼ

る
時
は
、
平
家
を
滅
ん
こ
と
掌
に
あ
り
。
其
時
こ
そ
は
我
か
げ
身
に
そ
ひ
て

守
る
べ
し
。
し
か
し
、
我
先
祖
の
八
幡
太
郎
義
家
は
、
十
五
の
御
年
間
出

［
で
］
め
さ
れ
、
東
夷
を
た
い
ら
け
名
を
天
下
に
あ
げ
玉
ふ
。
し
か
る
に
汝
、

当
年
十
三
歳
な
り
。
来
年
十
四
才

二
な
ら
は
、
父
が
十
三
年
の
け
ふ
や
う
に
、

都
に
登
り
て
五
条
の
橋

二
待
ち
ぶ
せ
せ
ば
、
夜
行
の
悪
徒

［党
］
翁
徒
」
の

右
傍
）
は
い
く
わ

い
せ
ん
。
其
時
千
人
切
を

【
２０
ォ
】
な
さ
ん
と
心
得

［よ
］
。
に
ぐ
る
も
の

［を
］
３
に
」
を
訂
正
）
は
た
す
け
て
お
き
、
刃
向
ふ

も
の
を
ば
切
て
の
け
よ
。
し
か
し
九
百
九
拾

［九
］
人
ま
で
切
て
捨
た
る
其

跡

に
、
か

ゝ
り
来
る
は
西
塔

の
武
蔵
坊
弁
慶
と
申
兵
、
是
と
て
も
打

て
捨

る
は
安
け
れ
ど
、
御
身
が
為
に
の
ち
／
ヽ
は
や
う
だ

つ
も
の
に
て
あ
る
べ
き

ぞ
。
是

一
人
は
助
け
て
降
参
い
た
さ
ば
、
ひ
く
わ
ん
二
せ
よ
。
夫
よ
り
吉
次

を
頼
み
東

二
下
る
も
の
な
ら
は
、
十
善
寺
ば
ゞ
さ
き
の
小
松
原
に
て
、
み

の
ゝ
国
の
住
人
せ
き
原
の
与
市
と
云
も
の
が
、
三
十
六
き
に
き
ば
う
た
せ



【
２０
ゥ
】
都

へ
登
る
と
て
汝
に
あ
ふ
て
く
わ
ん
た
い
す
べ
し
。
あ
い
か
ま

へ

て
か
り
そ
め
ご
と
ヽ
思
ふ
と
も
、
源
氏
の
問
出
な
る
間
、
の
か
さ
ず
切
て
お

と
せ
。
弓
手
を
汝
が
打
な
ら
は
、
め
て
を
ば
わ
れ
ら
か
打
べ
き
ぞ
。
こ
ゝ
に

一
ッ
の
大
事
あ
り
。
汝
、
あ

つ
た
に
下
る
時
、
母
の

［常
］
槃
が
お

つ
か
け

と
め
ん
、
そ
れ
が
為
に
跡
を
し
た
ひ
て
く
だ
る
と
て
、
美
濃
と
近
江
の
堺
な

る
山
中
と
い
ふ
所
に
て
熊
坂
と
い
ふ
夜
盗
の
や

つ
ば
ら
に

［む
ざ
ん
や
母

は
］
が
い
せ
ら
れ
ん
ぞ
、
あ
さ
ま
し
き
次
第
な
れ
ど
も
、
前
世
の
宿
因
な
れ

ば
力
お
よ
ば
ず
。
さ
り
な
が
ら
や
が
て
母
の

【
２．
ォ
】
か
た
き
は
う
た
す
べ

し
。
汝

ハ
み
の
ゝ
国
樽
井
宿
ち
う
か
う
坊
と
い
ふ
も
の
ゝ
所
に
や
と
る
べ
し
。

吉
次
が
た
か
ら
を
と
ら
ん
と
て
、
よ
た
う
ど
も
が
押
入
る
べ
し
。
あ
い
か
ま

へ
て
母
の
か
た
き
で
あ
る
間
、
あ
ま
す
な
も
ら
す
な
切
て
捨
よ
。
本
意
を
と

げ
て
血
ま

つ
り
に
せ
よ
。
夫
よ
り
下
る
も
の
な
ら
は
、
す
る
が
の
国
ば
ん
ば

宿
ふ
じ
や
太
夫
と
云
も
の
が
所
に
と
ま
る
べ
し
。
む
ざ
ん
や
、
汝
は
、
に
は

か
に
や
ま
ひ
に
お
か
さ
れ
、
あ
と
も
ま
く
ら
も
わ
き
ま

へ
ぬ
を
、
吉
次
は
す

て
ゝ
下
る
べ
し
。
ふ
し
や
太
夫
は

【
２‐
ゥ
】
ゃ
さ
し
き
も
の
な
れ
ど
、
女
房

は
じ
や
け
ん
な
る
も
の
に
て
、
汝
を
ば
吹
き
あ
げ
ば
ま
六
本
松
の
も
と
に
す

て
さ
す
べ
し
。
汝
は
そ
こ
に
て
む
な
し
く
な
る
べ
き
な
れ
ど
、
さ
り
な
が
ら

幸
ひ
な
る
か
な
、
三
河
国
浄
瑠
璃
姫
其
場
に
来
合
い
た
は
り
て
汝
を
か
ん
び

や
う
せ
ん
と
ほ
か
に
や
ど
ゝ
り
て
か
い
抱
せ
し
か
ば
、
や
か
て
本
復
な
る
べ

き
ぞ
。
夫
よ
り
後
は
何
の
子
細
な
く
奥
州

へ
下
り

つ
ゝ
、
秀
ひ
ら
佐
藤
に
出

逢
ふ
な
ら
、
是
等
を
味
方

二
頼
む
べ
し
。
其
後
四
国
讃
岐
の
国
法
眼
か
家
に

【
２２
オ
】

つ
た
わ
る
い
し
だ
ま
る
た
じ
ん
づ
う
と
い
ふ
ま
き
も
の
あ
り
。
彼

ほ
う
げ
ん
が
ひ
と
り
娘
み
な
づ
る
姫
に
ち
ぎ
り
を
こ
め
、
か
の
ま
き
も
の
を

ぬ
す
み
と
ら
せ
夫
を
も
ち
か
へ
り
候
へ
。
又
日
の
本
よ
り
丑
寅
の
方
二
当
り

て
鬼
満
国
と
い
ふ
嶋
に
渡
り
候
へ
。
此
し
ま
は
鬼
の
住
嶋
に
て
其
国
の
大
将

八
面
大
王
と
申
せ
し
が
、
彼
大
王
四
十
二
巻
の
と
ら
の
巻
物
を
所
持
す
。
汝
、

か
れ
が
家
の
む
こ
と
な
り
、
あ
さ
ひ
天
女
に
ち
ぎ
り
を
む
す
び
、
か
の
巻
物

を
ひ
き
出
も
の
に

【
２２
ウ
】
と
り
て
立
か
へ
れ
。
此
両
巻
手
に
入
と
き
は
、

凡
、
此
日
の
本
と
恐
る
こ
と
の
な
し
。
汝
其
時
十
八
歳
と
成
、
ひ
で
ひ
ら
五

十
万
騎
を
引
率
し
都
を
さ
し
て
の
ほ
る
べ
し
。
其
時
、
い
づ
国
北
条
ひ
る
が

小
じ
ま
に
あ
り
つ
る
汝
が
兄
の
兵
衛
の
佐
も
、
人
じ
ゆ
を
も
よ
ほ
し
心
を
合

せ
、
同
じ
く
都
へ
一
同
の
ぼ
る
な
ら
は
、
平
家
は
大
半
ほ
ろ
ぶ
へ
し
。
西
海

に
お
ひ
下
し
、
八
嶋
た
ん
の
裏
に
て
互
に
軍
を
は
げ
む
へ
し
。
そ
の
時
平
家

の
大
将
能
登
守
の
り
つ
ね
汝
に
あ
ふ
て
矢

【
２３
オ
】
つ
ば
を
か
ふ
べ
し
、
あ

ひ
か
ま
へ
て
お
く
せ
ず
う
け
よ
。
是
を
も
わ
れ
ら
が
は
ず
ゝ
べ
し
。
去
な
が

ら
奥
州
の
住
人
佐
藤
庄
司
が
弐
人
の
子
の
中
兄
の
次
の
ぶ
は
、
汝
が
身
が
は

り
た
ち
、
此
矢
に
当
り
て
死
す
べ
し
。
是
も
前
世
の
宿
業
に
て
そ
れ
ま
で
の

命
な
り
。
其
後
平
家
は
ほ
ろ
び
つ
ゝ
、
汝
じ
、
廿

一
と
申
に
は
必
す
天
下
を

治
む
べ
し
。
し
か
ら
ば
兵
衛
の
佐
を
ば
関
東
に
御
所
を
か
ま
へ
、
か
ま
く
ら

殿
と
あ
か
む
べ
し
。
汝
は
都
に
の
ぼ
り
て
堀
川
御
所

［と
］
あ
を
が
れ
な
ん
。

【
２３
ウ
】
其
時
は
何
の
子
細
も
候
は
ね
ど
も
、
時
経
て
梶
原
平
蔵
景
時
と
申

も
の
、
汝
か
事
を
兄
の
兵
衛
の
佐
に
議
言
せ
し
か
ば
、
夫
よ
り
兄
弟
不
和
と

な
る
べ
し
。
そ
の
子
細
委
し
く
語
て
聞
す
へ
し
。
よ
く
聞
ζ

さ
き
の
世
に

頼
朝
房
時
正
房
景
時
房
と
て
二
人

聖
あ
り
。
又

逆

縁

聖

十
二
人
あ
り
。

一
番
に
義
経
房
は
源
氏
の
大
将
太
夫
判
官
　
源

九
郎
義
経
と
現
し
給
ふ
。

二
番
に
兼
興
坊
い
ま
ゝ
し
を
の
十
郎
権
の
守
兼
興
是
也
。
【
２４
オ
】
二
番
に



武
蔵
坊
今
西
塔
の
武
蔵
坊
弁
慶
是
也
。
四
番
に
重
宅
坊
今
鈴
木
の
二
郎
重
宅

こ
れ
な
り
。
五
番
に
吉
盛
坊
今
い
せ
の
二
郎
吉
盛
こ
れ
な
り
。
六
番
に
清
重

坊
今
す
る
が
の
次
郎
清
重
是
な
り
。
七
番
に
じ
や
う
ろ
く
坊
今
い
ま
ひ
た
ち

坊
か
い
ぞ
ん
是
也
。
八
番
に
廣
経
坊
今
源
八
兵
衛
廣
経
是
な
り
。
九
番
に
兼

高
坊
今
わ
し
の
尾
の
十
郎
兼
高
是
也
。
十
番
に
法
介
坊
い
ま
か
た
岡
八
郎
法

介
是
な
り
。
【
２４
ウ
】
十

一
番
に
次
信
坊
是
は
佐
藤
二
郎
兵
衛
次
信
是
な
り
。

十
二
番
に
忠
信
坊
是
は
佐
藤
四
郎
兵
衛
尉
忠
信
是
な
り
。
十
二
番
に
重
清
坊

今
か
め
ゐ
の
六
郎
重
清
是
な
り
。
こ
の
十
三
人
は
ぎ
や
く
ゑ
ん
の
ひ
ぢ
り
な

り
。
然
る
に
右
の
二
人
の
ひ
ち
り
の
う
ち
、
頼
朝
房
と
は
日
本
の
太
守
開
基

大
将
軍
右

兵

衛
佐
源
頼
朝
公
と
現
じ
給
ひ
、
時
正
坊
と
は
北
条
の
四
郎
遠

江
　
守
時
正
公
、
景
時
坊
と
は
梶
原
平
蔵
景
時
の
こ
と
な
り
。
然
る
に
中
国

安
藝
の
国

【
２５
オ
】
い
つ
く
し
ま
に
お
ゐ
て
、
義
経
坊
と
景
時
坊
と
大
口
論

を
な
す
。
こ
れ
に
よ

つ
て
本
願
主
頼
朝
坊
の
下
知
に
そ
む
き
、
大
願
の
本
意

を
失
ひ
東
三
十
三
ヶ
国
に
御
経
を
お
さ
め
づ
。
そ
の
い
こ
ん
に
よ

つ
て
、
景

時
坊
に
く
し
に
く
し
と
思
ふ
ね
ん
に
よ

つ
て
ざ
ん
げ
ん
を
以
て
汝
を
ひ
し
ぐ
。

汝
と
し
三
十
二
の
四
月
廿
九
日
に
は
奥
州
高
立
に
て
む
な
し
く
成
べ
し
。
か

く
ご
と
く
因
果
は
車
の
に
は
に
め
く
る
か
ご
と
し
。
か
ま

へ
て
人
を
も
身
を

も
う
ら
む
る
こ
と
な
か
れ
。
」
【
２５
ウ
】
み
な
ぜ
ん
せ
の
あ
り
さ
ま
こ
ま
´
ヽ

と
示
し
給

へ
は
、
御
そ
う
し
具
サ
に
き

こ
じ
め
し
申
上
ら
る
し
さ
い
は
、

「我
等
七
ッ
の
と
し
よ
り
も
く
ら
ま
の
寺

へ
上
り
学
問
の
極
め
日
々
御
き
や

う
讀
誦
し
て
、
御
菩
提
の
た
め
と
ゑ
こ
う
申
す
。
左
様

畠́
〔召
さ
る
ゝ
な
ら

は
、
出
家
の
心
を
打
捨
て
は
や
く
も
奥
州
に
下
り

つ
ゝ
、
ひ
く
わ
ん
け
ら
い

を
引
率
し
、
敵
を
打
て
ま
い
ら
す
べ
し
。
ま
も
り
の
神
と
な
り
給

へ
や
、
弓

矢
の
冥
加
あ
ら
せ
給

へ
」
と
、
こ
と
も
な
げ
に
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
。
【
２６
オ
】

義
朝
な
の
め
に
思
召
、
「
さ
ら
ば
汝
が
後
生
参
る
べ
き
浄
土
を
開
て
見
す
べ

き
」
と
て
、
さ
ら
り
と
あ
ら
は
る
ぜ
う
ど
こ
そ
、
金
銀
る
り
は
り

［等
の
］

七
宝
を
以
て
荘
厳
し
、
や
う
ら
く
さ
い
な
ん
か
ざ
り

つ
ゝ
、
廿
五
菩
薩
は
お

ん
が
く
の
て
う
し
を
そ
ろ
へ
て
ま
い
給
ふ
。
あ
わ
れ
三
度
娑
婆
界

へ
は
か
ゑ

ら
ず
に
、
直
に
此
身
を
と
ま
ら
ば
や
な
ん
ど
ヽ
思
召
こ
そ
あ
り
か
た
き
。
其

時
大
日
仰
け
る
は
、
「
汝
い
ま
だ
娑
婆
の
縁

つ
き
ず
、
か

へ
り
玉

へ
や
牛
若

丸
、
か
ま

へ
て
後
生

【
２６
ウ
】
菩
提
の
心
を
は
な
れ
ず
、
片
時
の
間
も
念
佛

を
か
な
ら
ず
お
こ
た
り
給
ふ
ま
じ
。
い
と
ま
ご
ひ
の
餞
別
に
三
千
世
界
見
す

べ
し
」
と
て
、
こ
な
た

へ
あ
な
い
給
ひ
て
、
あ
ゐ
を
さ
ら
り
お
し
開
け
ば
、

凡
三
千
大
千
世
界

一
同
に
あ
わ
れ
け
る
こ
そ
ふ
し
ぎ
な
り
。
「牛
若
よ
く
見

よ
、
い
つ
何
時
に
た
か
身
の
上
に
い
か
よ
ふ
の
こ
と
あ
る
も
、
か
ゝ
み
に
う

つ
す
こ
と
く
也
。
六
通
自
在
を
以
あ
ら
は
せ
し
こ
そ
あ
り
が
た
き
。
御
な
こ

り
お
し
く
は
候

へ
ど
、
い
と
ま
申
て
お
さ
ら
ば
」
と
て
、
御
門
を
さ
し
て
立

【
２７
オ
】
給

へ
は
、
如
来
も
し
ば
し
か
程
見
送
ら
せ
給
ひ
、
互
の
な
み
だ
せ

き
あ

へ
ず
。
大
天
狗
と
打
連
れ
て
、
も
と
の
内
裏

へ
帰
ら
せ
給
ふ
。
紫
震
殿

の
簾
中
に
入
り
、
御
后
に
向
ひ
申
さ
せ
け
る
は
、
「
御
身
の
仰
せ
に
て
大
天

狗
の
御
導
に
よ
り
思
ひ
よ
ら
ず
父
上
に
封
面
い
た
し
、
生
々
せ
ゝ
の
悦
也
。
」

重
々
れ
い
申
て
、
大
天
狗
に
も
い
と
ま
申
て
立
出
る
。
大
天
狗
も
み
た
い
も

と
も
に
御
な
こ
り
を
お
し
ま
せ
て
、
「若
君
い
ま
し
は
じ
」
と
押
と
ゞ
め
、

「
又
こ
そ
参
り
候
は
め
、
今
よ
り
も

【
２７
ウ
】
師
弟
の
け
い
や
く
を
申
す
な

り
」
と
て
出
玉

へ
ば
、
こ
が
ね
の
門
に
出
玉

へ
ば
、
と
も

に
見
を
く
り
、

「
お
さ
ら
ば
」
と
、
い
ふ
か
と
思

へ
ば
、
東
光
坊
の
中
の
座
敷

へ
帰
ら
せ
給



ふ
。
か
や
う
の
次
第
を
見
き
く
か
ら
、
お
も
て
は
仁
義
礼
智
の
五
常
を
守
り
、

内
に
は
後
生
即
菩
提
為
に
と
て
念
仏
わ
す
れ
ず
申
さ
せ
玉
ふ
御
事
は
、
源
氏

の
す

へ
の
は
ん
盛
と
、
今
の
世
々
ま
て
名
を
残
し
玉
ふ
、
あ
り
か
た
か
り
し

次
第
な
り
。
【
２８
オ
】

注（１
）

小
嶋
氏
論
文
以
前
に
は
、
徳
田
和
夫
氏

「「天
狗
の
内
裏
」
政
―
義
経
伝

説
と
諸
本
と
―
」
（徳
田
和
夫

『
お
伽
草
子
研
究
』

一
九
八
八
年
、
三
弥
井

書
店
、
初
出

一
九
七
五
年
）、
信
多
純

一
氏

「山
中
常
盤
に
つ
い
て
」
翁
絵

巻
山
中
常
盤
』
角
川
書
店
、　
一
九
八
二
年
）
が
山
岸
本
の
因
縁
諄
と
六
十
六

部
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
。

（２
）

引
用
に
当
た
っ
て
、
句
読
点
を
施
し
、
平
仮
名
に
は
適
宜
漢
字
を
当
て
、

誤
字
は
訂
正
し
た
。
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。

（３
）

義
朝
を
大
日
如
来
の
仮
の
姿
と
す
る
記
述
は
、
十

一
段
本
に
も
、
「我
も

本
は
、
く
う
／
ヽ
し
や
く
／
ヽ
と
し
て
、
不
滅
不
去
不
来
、
三
界

一
心
と
守

ル
、
大
日
に
て
有
け
る
か
、
其
頃
、
衆
生
乱
れ
て
有
け
れ
は
、
さ
い
と
せ
ん

か
其
た
め
に
、
源
氏
の
大
将
、
為
義
か
子
、
義
朝
と
生
を
な
し
、
汝
か
父
と

成
た
る
そ

（『室
町
時
代
物
語
大
成
し
」
と
見
ら
れ
る
。
但
し
、
六
段
本
と

直
接
的
な
関
係
は
な
い
。

―
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
員
―


